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1．は じめ に

地球表面の約20％ を覆う巻雲は、地球上 の エ ネ
ルギー

収支に大きな影響を持つ ことが分か っ て い

る。しかし、この 影響を見積もるため に は 、 巻雲の

微物理特性を正確に 見積もる必要がある。

2．散乱計算
’
異なる波長を持つ 2つ のレ

ーダは 、 図1に 見られる

ように 、 その散乱特性 が異なるためレ
ーダ反射強

度が異なる。この 性質を利用したdual−wavelength
ratio （DWR ）は、次式で定義される。
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ここで Z35．Zg5 （mm6m3 ）は35GHz と95GHzにおけ

るレーダ反射強度である。 巻雲の 粒径分布として

指数分布
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を仮定すると、（1），〈2）式 よ りメディア ン体積直径Doを
与えた場合 の DWR が計算できる（図2）。 また、　Z3s
と氷水量（rWC）との比をR35として次式のようにおく。
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これ もや は りDoを与えた場合に計算で きるパラメー

ターなの で DoとR3
、
の 関係を計算できる。　DoとDWR

の関係が既に分かっ てい るの で 、最終的に は R35と
DWR の関係が分かることになる（図 3）。

3．解析

観測に よりDWR が得られると、図2の 関係からDo
が、図3の 関係からR35が求まる。 今、  式のうち 、

R3sが分か っ て おり、　Z35も観測 から得られ て い る
の で 、したがっ てrWCが求まることになる。

以上の方法により、 2波長レーダによる観測から、
DoとIWC の 2つ の雲物理量の リトリーバ ル が可能で

ある 。
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図 1：2001年6月25 日 18：30から24：00のレーダ反射
強度の 時間

・高度断面図 （上 ：35GHz 下 ：95GHz ）
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　　　図2：メディァ ン 体積直径とDWR の関係図
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　　 図 3 ：R35とDWR の 関係図
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